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今
年
は
大
阪
北
部
地
震
、
西
日

本
豪
雨
、
台
風
21
号
に
よ
る
高

波
な
ど
大
き
な
災
害
が
頻
発
し
、
胆
振

東
部
地
震
後
に
発
生
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
で
は
町
民
の
多
く
が
備
え
の
大
切

さ
を
痛
感
し
た
。

　

２
年
前
の
台
風
災
害
の
対
応
や
全
国

的
な
様
々
な
災
害
ご
と
の
対
応
を
検
証

し
て
、
幕
別
町
の
防
災
計
画
の
精
度
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

激
し
さ
を
増
す
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

災
害
に
備
え
、
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が

る
よ
う
平
時
か
ら
積
み
上
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
防
災
協
定
の
運
用
と
課
題
、
今
後
へ

の
考
え
は
。

(2)
初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続
計
画
）
策
定
の
進
捗

状
況
は
。

(3)
災
害
情
報
の
伝
達
、
長
期
化
に
備
え

避
難
環
境
整
備
と
支
援
体
制
は
。

(4)
受
援
力
を
高
め
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
を

迅
速
に
把
握
す
る
た
め
の
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
連
携
は
。

(5)
自
主
防
災
組
織
の
課
題
、
地
域
防
災

訓
練
の
検
証
と
次
期
訓
練
計
画
の
考
え
は
。

(1)
避
難
者
の
受
入
れ
、
食
料
・

物
資
・
燃
料
等
の
供
給
、
設
備
復
旧
や

輸
送
な
ど
10
区
分
47
件
の
防
災
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
今
後
予
定
し
て
い
る

幕
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
に
関
す
る
協
定
を
除

き
、
ほ
ぼ
想
定
さ
れ
る
分
野
を
網
羅
し

て
い
る
。
し
か
し
、
広
域
に
及
ぶ
大
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
協
定
に
基
づ
く

支
援
を
迅
速
に
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
国
や
北
海
道
、
さ

ら
に
は
道
外
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結

し
て
い
る
自
治
体
に
要
請
を
広
げ
、
必

要
な
支
援
を
求
め
る
と
と
も
に
、
今
後

は
、
各
分
野
に
お
け
る
協
定
数
の
拡
充

を
図
り
、
支
援
の
強
化
に
努
め
た
い
。

(2)
町
職
員
の
初
動
対
応
を
示
す
マ
ニ
ュ

ア
ル
と
し
て
、
平
成
29
年
８
月
「
幕
別

町
職
員
災
害
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

作
成
し
、
全
職
員
に
配
布
し
周
知
を
図

っ
て
い
る
。
業
務
継
続
計
画
で
は
、
過

去
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
関

す
る
計
画
は
策
定
し
た
が
、
災
害
に
つ

い
て
は
、
内
閣
府
の
作
成
ガ
イ
ド
を
参

考
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
非
常
時
優

先
業
務
に
つ
い
て
の
整
理
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
、
よ
り
具
体
的
な
非
常
時
の

対
応
に
つ
い
て
、
来
年
度
の
前
半
を
目

途
に
「
業
務
継
続
計
画
」
を
策
定
し
た

い
。

(3)
災
害
情
報
の
伝
達
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
登
録
制
防
災
情
報
メ
ー
ル
、
広

報
車
や
忠
類
地
域
に
お
け
る
防
災
行
政

無
線
な
ど
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
町

民
一
人
ひ
と
り
に
的
確
か
つ
迅
速
に
情

報
を
伝
え
る
有
効
な
手
段
の
構
築
に
向

け
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。
避
難

環
境
整
備
で
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

の
供
給
に
関
す
る
防
災
協
定
を
11
月
に

締
結
す
る
な
ど
、
避
難
長
期
化
を
想
定

し
た
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
て
き
た
。

(4)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
体
制
を
構
築

す
る
た
め
の
協
議
を
社
会
福
祉
協
議
会

と
進
め
、
本
年
度
中
に
は
共
同
で
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
防
災
協

定
を
締
結
し
て
受
援
力
を
高
め
た
い
。

(5)
自
主
防
災
組
織
の
機
能
活
性
化
や
防

災
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
来
年
度
で
５
か
年
計
画

の
終
了
と
な
る
地
域
防
災
訓
練
は
、
基

本
的
な
避
難
行
動
を
体
験
で
き
、
地
域

の
防
災
力
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
今
後

は
、
発
災
時
の
要
配
慮
者
の
避
難
誘
導

や
安
否
確
認
等
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
が
不
可
欠
で

あ
り
、
地
域
防
災
訓
練
の
参
加
を
一
つ

の
き
っ
か
け
に
、
自
主
防
災
組
織
に
よ

る
継
続
的
な
訓
練
が
実
施
で
き
る
よ

う
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

防
災
協
定
を
締
結
す
る
だ
け

で
は
大
災
害
の
時
に
運
用
す
る
こ
と
が

難
し
い
。
見
直
し
た
り
、
町
に
な
い
機

能
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
。
例
え
ば
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
で
普
段
か

ら
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
下
地
づ
く
り

が
重
要
と
考
え
る
が
。

防
災
の
情
報
発
信
に
限
ら
ず
、
ラ
ジ

オ
の
活
用
も
含
め
て
、
町
の
広
報
、
情

報
発
信
の
あ
り
方
の
全
体
的
な
見
直
し

を
進
め
て
い
る
。

答問
具
体
的
な
非
常
時
の
対
応
を
定
め
た
「
業
務
継

続
計
画
」
を
来
年
度
前
半
に
策
定
す
る

災
害
対
応
の
教
訓
を
生
か
し
、
よ
り
実
効
性
の

高
い
防
災
対
策
を

問

町
　
長

内山美穂子 議員
（拓政会）

答 再

質

問

熊本市震災記録誌など震災関連書籍


